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1．同志社大学の現状と学術リポジトリ



学術リポジトリとは？

同志社大学の研究者等による研究成果
物を収集・蓄積・保存し、学内外へ発信
するデータベース

・日本では、20大学・研究機関
・世界では、728大学・研究機関
が構築済み。

(2006.8現在)
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日本のリポジトリの例
千葉大学

広島大学

岡山大学

北海道大学

早稲田大学

京都大学

東京大学

九州大学

慶應義塾大学
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海外のリポジトリの例
MIT

Toronto

Rochester
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文部科学省の報告

「機関リポジトリについては、大学、研究
機関において、学協会との連携を図りつ
つ、積極的に進めるべき。文部科学省は
国立情報学研究所の事業などを通じて、
取組みの支援を行うことが考えられる。」

[学術情報基盤の今後の在り方について（報告）
平成18年3月23日

科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会
学術情報基盤作業部会]
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学術リポジトリ登録のメリット

１．研究成果の視認性（visibility）の向上
・検索エンジン(Google等)・OPACからの
アクセス

・引用率の向上

２．研究成果の管理・保存の容易さ

３．研究活動の公表
（説明責任）

2．教員にとっての登録メリット



同志社大学の学術リポジトリはこうなる！

学術リポジトリ

利用者

OPAC

Google

OAIster

JuNii

研究業績の閲覧

研究者DB
紀要に加えて、COE報告書などの

研究成果物を広く収載

2．教員にとっての登録メリット

OAIster：世界のメタデータポータル
JuNii:NII運用による大学情報メタデータポータル試験提供



学術リポジトリ検索例

現在の学術資料電子化公開システム
紀要の検索例：「真銅 正宏 下手物」
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登録までの流れ

・プロジェクト等の投稿規定
・共著者との著作権処理
・承諾書へのサイン

印刷会社など

内容記述シートを
作成する

PDFファイル等を
作成する

作業シート 公開作業

著作権の処理

教員(執筆者)

・タイトル/著者名
・抄録(任意)

・キーワード(任意)

教員(執筆者)

・冊子体と同時に
PDFファイルを納品

研究支援課 情報サービス課

・各論文の公開の可否を
チェック

・学術リポジトリへの登録
・分類の付与(学術情報課)

学術リポジトリ

3．登録に必要な作業



同志社大学の研究成果物を一つのサーバに

学術リポジトリ

紀要論文 研究センター
報告書

COE報告書 科研費報告書

学位論文 学術雑誌
論文

同志社刊行物 貴重書
コレクション

4．学術リポジトリと今後


